
た結果、多くの職員が必要に

なりました。

医師としての仕事、医療の仕

事は、むずかしい言葉でいえ

ば「自己否定」の職業です。

自分の仕事がなくなれば、人は幸せに暮らしている

ということです。病気にならないで元気でいれば、

誰も病院には来ないのですから。でも、医院の経営

は、患者さ

んが来てく

れなければ

成り立ちま

せん。いわ

ゆる二律背

反です。

患者さんを

診ている時

にどうした

ら い い か

迷 っ た 時

は、患者さ

んが病院に

来ないよう

にするのは

どうしたら

いいかを考

えて決めて

います。その結果が正解のことが多かったと思って

います。診察室の壁には、相馬のんきさんが書いて

くれた、「もう、ご来院なさらないよう、努力な

さってください。」という木板を下げています。

医院で診察する

時は、自分が外

来患者さんに接

する時間を長く

するために、自

分がやらなくて

もいいことは他

の人に任せてい

ます。ですから、自然に職員の数は多くなってしま

うのです。内視鏡検査は自分がやるしか方法はあり

ません。でも、超音波検査は他の人ができます。検

６月22日は歓迎会でした。看護専門学校の学生がい

るので、３月末には必ず歓送迎会をしますが、他の

時期に開くのは久しぶりでした。今回は、事務の齊

藤ひろみさんと看護師の棟方孝奈さんの２人の歓迎

会でした。

齊藤さんはこれまで市内の病院や医院で医療事務の

仕事をして

き ま し た

が、６月か

ら沢田内科

医院で働く

ことになり

ました。そ

れなりの年

齢だからと

いうわけで

はありませ

んが、経験

豊富なので

自然体で仕

事をしてい

ます。最近

は、特定健

診やがん検

診などを初

めとして、

書類の山の中で仕事をしているような感じです。事

務職員は４人ですが、受付は看護職員が担当し、検

査技師の宇野さんが事務を手伝っています。

棟方孝奈さんは、この３月に歓送されたのにな

ぜ？っと思う人がいるかも知れません。そうです、

３ヶ月前に青森県立中央病院へ送り出したんです。

でも、戻ってきました。自分が思い描いたこととの

ギャップが大きかったようで、古巣に帰ることにな

りました。これから、糖尿病療養指導士などの勉強

をしながら看護師として研鑚を積んで行く予定で

す。

歓迎会の参加者は30人で、他に夜勤の当番、そして

非常勤ですが管理栄養士の木田さんと開業医として

は大所帯です。自分が思っていることをやろうとし
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季節外れの歓迎会

自分がやらなくてもいいことは他の人にやってもら

う、患者さんが病院に来なくてもいいようにするた

めにはどうしたらいいか、つまり、自分が不必要に

なる状態を考えることを基本にすればいい方向に向

かうと思いながら医院の経営をしています。でも、

現実を考えると、患者さんが来てくれなければどう

にもなりません。心の中では、まだまだ医師は世の

中から必要とされているんだと考えているから、こ

んなことが言えるんでしょうね。でも、これは言え

ます、医療は自己否定の職業です。消防士、警察

官、いろいろな職業にも共通します。

査技師の宇野さんが消化器超音波検査士の資格を取

り、その役割を果たしてくれています。今は、澤田

美紀子さんと相馬知香さんが超音波検査士を目指し

て訓練を続けています。糖尿病療養指導士も同じ

く、もっと時間を割いて指導するためのシステムで

す。高血圧や脂質異常症で通院している人たちも、

もっと時間を割いて詳しく指導するために新しいこ

とを計画しています。どれも、自分がやることをで

きるだけ少なくすると、かえって患者さんのために

なると考えてやっていることです。
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５月17日、学校医を務

める西目屋小学校の子ど

もたちの健診でした。西

目屋村は、医療費を無料

にしたり、若い人たちに

住宅を用意したり、ある

期間住み続けると土地が

手に入るなど、子どもた

ちを増やす政策を次々と

展開しています。先日の

新聞によると、この政策

により青森県でたった一

つ、高齢者率が低下して

いました。

西目屋小学校の児童数は

約60人です。お父さん

やお母さんの名前を言わ

れてもどこの子か全く分

かりませんが、おじい

ちゃんの名前を聞くと分

かります。ただ、西目屋

村へ移り住んだ人たちの

子どもが約半分です。私

には、どの子がそうなの
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で遺稿集として発行された本です。これまで長谷

川正人さんから借りて読んだことがあるのです

が、改めて読んでみると小田桐校長の理解がまた

深まりました。大谷さんのお父さん大谷清蔵さん

は講談社少年倶楽部の編集者、小田桐校長は文芸

春秋の編集者として、同じ年代で同郷の者として

交友があったのだそうです。お父さんは、小田桐

校長の葬式で友人代表として弔詞を読んでいま

す。

小田桐校長が文芸春秋に在籍していた頃の社長は

菊池寛で、大谷さんの編集主幹は加藤謙一だった

そうです。菊池寛は文芸春秋を創設した実業家で

作家であることは有名です。加藤謙一は弘前市出

身の編集者で、小田桐校長の話によく出てきてい

ましたので覚えています。

大谷和子さんは私が弘前市立病院に勤務していた

時に内科外来の看護師をしていました。大谷さん

も、「お父さんの本ですが、私が持ってるより

私の高校時代に小田桐校長が校長講話と題して話

をした内容が書かれている「鶏肋抄」はこれで５

冊になりました。青森市の古本屋にあったものと

アマゾンマーケットプレイスに出ていたものをこ

れまで３冊買いました。とても、古本屋の奥に他

の本と一緒に置いて欲しくないのです。

「鶏肋抄」の中に鶏肋の意味が書かれています。

鶏のあばら骨は食うほどの肉はないが、棄ててし

まうには惜しい気がするものである。他人の目に

は一顧にも値せぬ代物なのに、当人の身になって

みれば棄て去るにはなにか惜しい。

も、先生が持っていた方が価値があるから」とい

うことで持ってきてくれました。「草沢の心」と

「鶏肋抄」も一緒で、これらの本も何の遠慮もな

く頂きました。ありがとうございました。「草沢

の心」には、友人の大谷清蔵さんのための小田桐

校長の署名が入っていました。

昭和39年、弘前実業高校の校長時代に出版した

「石の言葉」にも名前だけですが署名がありまし

た。ただ残念なのは、この「石の言葉」も頂いた

ものなのですが、誰から頂いたのか思い出せない

ことです。もしも、これを読んでましたら、どう

か名乗り出て下さい。お願いします。
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中国の古典「荘子」に「木鶏に似たり」という言葉

があるそうです。木で造った鶏のように周囲の動き

に心を動かすことなく、何ごとにも無心で対応する

ことの大切さを教える言葉です。

昔、王様のために闘鶏を調教する人がいた。闘鶏の

訓練を始めて十日後、王様がこの男に様子を訊ねる

と、「相手の鶏を見るとまだ虚勢を張ります。今少

し訓練が必要です」と答えた。さらに十日経って王

様が再び訊ねると、「まだ相手の動きに心を動かす

ところがあります」と答えた。さらに十日後に王様

が訊ねると、調教師は「今度は大丈夫です」と答え

た。その時の闘鶏はちょうど木鶏のようだという。

何物にも動じないこの木のような鶏を見ると、どん

な相手もこれと闘う気力を失って逃げてしまったと

いうのである。

闘うためには闘争心が強く、体

力と気力が充実に、相手を圧倒

することが大切で、調教師はこ

のように鶏を調教するが、それ

でもまだ不十分だというので

す。相手を威嚇したり虚勢を

張ったりするうちはまだ本物で

はない。人間は未熟なほど虚勢

を張り、強がりを言うもので

す。何十年も修練を積み重ねる

と、てらいが無くなり自然体に

なる、それが大切なのだというのが「木鶏に似たり

」ということです。

私が尊敬する小田桐孫一弘高校長は、「木鶏」は荘

子の「期待される人間像」だと言います。しかし、

理想像であるからどんなに努力しても「木鶏」には

なれない。しかし、志を立てて行動すれば、一歩で

もそれに近づくことはできる。人間にとって大事な

のは結果ではなく、道程における努力なのだと説き

ました。

小田桐校長は、私の２年先輩の卒業記念に『我師木

鶏』と書いた色紙を配りました。この色紙はもちろ

ん私は小田桐校長から頂きませんでしたが実は持っ

ています。高校の２年先輩である前弘前市教育長の

佐々木健先生から頂いたのです。小田桐校長の話を

していた時に、佐々木先生が、「『我師木鶏』の色

紙を持っているが、自分が持って

るよりも、先生が持っている方が

意味があるから」と私にくれたの

です。全く遠慮もせずにありがた

く頂きました。ありがとうござい

ました。

なお、「木鶏」は、「もっけい」

と読むことが多いようですが、小

田桐校長は「ぼっけい」と振り仮

名をしています。「随心ノート」

の中に「木鶏」の話があり、色紙

を頂いたことを思い出しました。

『我師木鶏』

大谷和子さんから本を頂きました
先日、大谷和子さんから、小田桐校長の著書を３

冊頂きました。その１冊が、小田桐校長が藤崎町

教育長をしていた時に「広報藤咲」に連載した

エッセーを編集して、「随心ノート」という題名

５冊の「鶏肋抄」、「随心ノート」、「草沢の心」、「石の言葉」
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弘大附属病院初期研修医、医師になって２年目の笹

田貴史先生が地域医療研修を行いました。医師免許

を取得した後、２年間の初期研修のプログラムの中

に地域医療研修という

のがあります。大きな

病院だけでなく、診療

所や小さい病院での研

修が義務付けられてい

るのです。

１年目は黒石病院で研

修を受けました。２年

目は弘大附属病院での

研修です。これまで一

通りの研修を受けてい

ますので、診療所の外

来でそれを再確認する

ことを目的にしまし

た。そして、腹部超音

波検査を経験すること

もその一環としまし

た。

大きな病院であれば、すぐにCTで検査したり、細

かいところまでいろいろな検査ができます。しか

し、小さい診療所ではそれができません。むしろ、

検査をしないで、これまでの話を聞いて身体所見を

把握し、今どういう状態であるかを判断しなければ

なりません。

笹田先生は医学的な知識はあふれるほど持っていま

す。しかし、それが臨床の現場で患者さんの中にど

のような形で現れているかを見抜くのは豊富な経験

が必要です。そして、優先順位をつけて解

決して行くことが求められます。これまで

は、蓄えた知識と経験を誰かが引き出してくれまし

た。しかし、これからは、それらを自分で優先順位

をつけて出していかなければならないのです。

例えば、お腹が痛い患

者さんが来たとしま

す。これまでは、「私

は、１．胃潰瘍、２．

急性胃炎、３．胆石、

４．膵炎、５．大腸

癌、どれでしょうか？

」、これに答えられれ

ば通用しました。で

も、これからは、話を

聞いて診察した結果、

自分の中からこれらを

順位をつけて引きださ

なければならないので

す。

笹田先生は、来年４月

に私の出身医局である

弘大消化器血液内科に入ることが決まっています。

研修期間中に福田教授に挨拶に行ってきました。私

の長男の直也は消化器血液内科で働いています。話

を聞くと、笹田先生とは学生時代から知り合いで、

プロレスを一緒に見に行ったりしていたのだそうで

す。

大鰐出身の笹田先生、大鰐から来ている患者さんに

も会いました。これから自分が生まれて育った地域

のために頑張ってくれることでしょう。期待してい

ます。

先日、大谷和子さんから、小田桐校長の著書を３

冊頂きました。その１冊が、小田桐校長が藤崎町

教育長をしていた時に「広報藤咲」に連載した

エッセーを編集して、「随心ノート」という題名

笹田貴史先生が地域医療研修


